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「全国市議会旬報」は本年７月をもって
創刊60周年を迎えました。そこで、今年の
最終号となる今号では、特別企画として、歴
代会長（下記）に過去10年間の回顧と今後
の地方議会のあるべき姿について語って
いただきました。
元下関市議会議長	 関谷	　博
元横浜市会議長	 佐藤	祐文
元高松市議会議長	 岡下	勝彦
元札幌市議会議長	 山田	一仁
前大分市議会議長	 野尻	哲雄
横浜市会議長	 清水	富雄

（敬称略）
••••••••••••••••••••••

会
長
（
鳥
取
県
知
事
）
か
ら

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
内
閣
官

房
事
務
局
か
ら
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
の
実
現
お

よ
び
令
和
３
年
度
補
正
予
算

案
、
令
和
４
年
度
概
算
要

デ ジ タ ル 田 園 都 市 
国 家 構 想 担 当 大 臣 地 方 創 生 担 当 大 臣

六団体代表と意見交換六団体代表と意見交換
創刊創刊6060周年特別企画周年特別企画

全国市議会旬報全国市議会旬報

特 別 寄 稿特 別 寄 稿

清水会長（横浜市）

― 

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成 

―

地
域
に
お
け
る
情
報
・
デ

ジ
タ
ル
格
差
の
解
消
の
た
め

の
次
世
代
情
報
通
信
イ
ン
フ

ラ
の
早
期
整
備
や
専
門
的
な

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
確
保

の
推
進― 

少
子
化
対
策 

―

子
育
て
世
代
の
地
方
移
住

促
進
と
し
て
、
▽
子
育
て
支

援
拠
点
の
整
備
▽
保
育
所
の

待
機
児
童
の
解
消
▽
育
児
休

業
の
取
得
率
向
上
―
な
ど
各

自
治
体
が
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
た
総
合
的
な
少
子
化
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
を
可
能

と
す
る
支
援

― 

地
球
温
暖
化
対
策 

―

地
方
自
治
体
に
対
し
、
地

域
新
電
力
や
省
エ
ネ
機
器
の

普
及
促
進
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
な
ど
の

積
極
的
な
推
進
が
可
能
な
自

由
度
の
高
い
財
源
措
置

― 

防
災
・
減
災
対
策 

―

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
最
大
限

活
用
し
た
実
効
性
の
高
い
防

災・減
災
対
策

求
・
税
制
改
正
要
望
に
つ
い

て
説
明
。
続
い
て
、
本
会
は

じ
め
各
団
体
と
の
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
（
清
水
会
長
発

言
要
旨
を
右
掲
）。

野田地方創生
担当大臣

若宮デジタル田園都市
国家構想担当大臣

宮路内閣府大臣政務官

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
担
当
大
臣
お
よ
び
地

方
創
生
担
当
大
臣
と
地
方
六

団
体
の
意
見
交
換
会
」
が
12

月
８
日
に
開
催
さ
れ
、
本
会

か
ら
は
清
水
富
雄
会
長
（
横

浜
市
会
議
長
）が
出
席
。若
宮

健
嗣
同
構
想
担
当
大
臣
お
よ

び
野
田
聖
子
地
方
創
生
大
臣

に
対
し
、
地
域
に
お
け
る
情

報
・
デ
ジ
タ
ル
格
差
解
消
や

子
育
て
世
代
の
地
方
移
住
促

進
な
ど
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
に
関
し
て
発
言
・

要
請
し
た
。

当
日
は
、
宮
路
拓
馬
内
閣

府
大
臣
政
務
官
が
司
会
進

行
。
若
宮
・
野
田
両
大
臣
、

ま
た
平
井
伸
治
全
国
知
事
会

お
知
ら
せ

次
号
の
旬
報
は
、
1

月
15
日
付
の
２
１
７
９

・
８
０
号
合
併
号
と
し

て
発
行
し
ま
す
。

会長発言要旨
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第
２
０
７
臨
時
国

会
（
12
月
６
～
21
日
）

で
、
一
般
会
計
の
歳

出
総
額
３5
兆
９
８
９

５
億
円
の
今
年
度
補

正
予
算
が
成
立
し

た
。
補
正
規
模
と
し

て
は
過
去
最
大
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が

６
兆
７
９
６
９
億
円
上
積
み

さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
▽
18

歳
以
下
の
こ
ど
も
一
人
に

10
万
円
相
当
を
支
給
す
る
事

業
に
１
兆
２
１
６
２
億
円
▽

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
中

小
企
業
に
最
大
２
５
０
万

円
支
給
す
る
事
業
復
活
支
援

金
に
２
兆
８
０
３
２
億
円
▽
観

光
支
援
の
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ

ベ
ル
」
再
開
に
２
６
８
５
億

円
―
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

今
回
の
補
正
と
当
初
予
算

を
合
計
し
た
今
年
度
の
歳
出

額
は
１
４
２
兆
５
９
９
２
億

円
と
膨
ら
ん
だ
。

創成臨時交付金６・７兆円
過去最大補正、成立過去最大補正、成立•
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自
民
、
公
明
両
党
の
税
制

調
査
会
は
12
月
10
日
、
令
和

４
年
度
税
制
改
正
大
綱
を
取

り
ま
と
め
た
。
本
会
を
は
じ

め
地
方
側
が
、
今
年
度
限
り

と
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
全

用
途
の
土
地
を
対
象
と
す
る

固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
は
、

商
業
地
に
限
っ
て
、
負
担
割

合
を
軽
減
し
た
新
た
な
仕
組

み
で
継
続
す
る
。
２
年
連
続

で
特
例
に
よ
る
減
収
に
見
舞

わ
れ
る
地
方
側
は
「
極
め
て

遺
憾
な
決
定
」
と
受
け
止
め

て
お
り
、
同
5
年
度
は
特
例

措
置
を
完
全
撤
廃
す
る
よ
う

強
く
求
め
て
い
く
考
え
だ
。

固
定
資
産
税
（
土
地
）
は

３
年
に
１
度
の
評
価
替
え
に

基
づ
い
て
課
税
標
準
額
を
決

定
、税
率
（
1・4
％
）
を
か

け
て
弾
き
出
す
。
た
だ
、
令

和
５
年
度
ま
で
は
、
地
価
が

一
定
水
準
以
上
上
が
っ
た
場

合
、
前
年
度
課
税
標
準
額
に

土
地
評
価
額
の
５
％
を
上
乗

せ
し
た
水
準
を
新
た
な
課
税

標
準
額
と
す
る
負
担
調
整
措

置
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

禍
で
の
事
業
者
や
国
民
の
負

担
を
考
慮
し
、商
業
地・宅
地

と
も
こ
の
上
乗
せ
割
合
を
ゼ

ロ
と
し
、
税
額
を
前
年
度
水

準
に
据
え
置
く
特
例
の
軽
減

措
置
が
取
ら
れ
た
。

「
固
定
資
産
税
は
基
幹

税
」と
訴
え
る
地
方
側
は
、こ

の
特
例
措
置
に
つ
い
て
「
期

限
の
到
来
を
も
っ
て
確
実
に

終
了
す
る
」
よ
う
強
く
要
望
。

本
会
は
５
月
の
第
97
回
定
期

総
会
の
会
長
提
出
決
議
で
そ

の
旨
、盛
り
込
ん
だ
ほ
か
、清

水
富
雄
会
長
（
横
浜
市
会
議

長
）
ら
正
副
会
長
や
国
会
対

策
委
員
会
、
地
方
財
政
委
員

会
が
、政
府・与
党
へ
の
要
望

活
動
で
重
点
的
な
事
項
と
し

て
取
り
上
げ
て
き
た
。

両
党
の
大
綱
に
よ
る
と
、

令
和
４
年
度
税
制
改
正
で

は
、
商
業
地
に
係
る
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
、
地
価
が
一

定
水
準
以
上
上
が
っ
た
場
合

の
上
乗
せ
率
を
本
来
の
半
分

の
２・５
％
と
す
る
。税
額
上

固
定
資
産
税
軽
減 

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度  

与
党
税
制
改
正
大
綱

与
党
税
制
改
正
大
綱

商
業
地
継
続

「

」

極
め
て
遺
憾

地
方
側

清水会長
（横浜市）

桑原基地協会長
（岩国市）

自
民
党
総
務
部
会
関
連
・

消
防
議
員
連
盟
合
同
会
議
が

12
月
17
日
に
自
民
党
本
部
で

開
催
。
本
会
か
ら
は
清
水
富

雄
会
長
、
桑
原
敏
幸
本
会
基

地
協
議
会
会
長
（
岩
国
市
議

会
議
長
）
が
リ
モ
ー
ト
出
席

し
、令
和
４
年
度
予
算
編
成
お

よ
び
地
方
財
政
対
策
に
関
す

る
地
方
六
団
体
共
通
要
望
書

と
11
月
の
基
地
協
理
事
会
で

決
定
の
要
望
書
を
提
出
し
た
。

地
方
六
団
体
の
要
望
は
平

井
伸
治
全
国
知
事
会
会
長

昇
幅
を
半
減
さ
せ
る
こ
の
措

置
を
取
る
狙
い
に
つ
い
て
大

綱
で
は
「
景
気
回
復
に
万
全

を
期
す
た
め
」
と
明
記
、「
経

済
対
策
に
固
定
資
産
税
を
用

い
る
べ
き
で
な
い
」（
本
会
）

と
か
ね
て
主
張
す
る
地
方
側

を
強
く
刺
激
す
る
理
由
付
け

を
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
が
注
目

す
る
改
正
項
目
の
う
ち
、
自

動
車
関
係
税
で
は
自
動
車

税
・
軽
自
動
車
税
の
環
境
性

能
割
の
臨
時
的
軽
減
措
置
の

年
内
終
了
が
決
ま
っ
た
。

環
境
性
能
割
は
自
動
車
購

入
額
の
１
～
３
％
を
燃
費

に
応
じ
て
課
税
す
る
制
度
。

令
和
元
年
10
月
の
消
費
税
率

10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

１
％
分
軽
減
す
る
措
置
が
１

年
限
り
で
導
入
さ
れ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
今

年
末
ま
で
２
度
に
わ
た
り
延

長
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、

本
会
は
「
さ
ら
な
る
延
長
は

断
じ
て
行
わ
な
い
」
よ
う
強

く
求
め
て
い
た
。

大
綱
で
は
ま
た
、
今
後
の

検
討
事
項
と
し
て
、
電
気
・

ガ
ス
供
給
業
の
収
入
金
額
に

よ
る
外
形
標
準
課
税
に
触
れ
、

「
地
方
税
体
系
全
体
に
お
け

る
位
置
付
け
や
個
々
の
地
方

公
共
団
体
の
税
収
に
与
え
る

影
響
等
も
考
慮
し
つ
つ
、
事

業
環
境
や
競
争
状
況
の
変
化

を
踏
ま
え
て
そ
の
課
税
の
あ

り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検

討
す
る
」
と
し
た
。

（
鳥
取
県
知
事
）
が
代
表
で

行
い
、
▽
令
和
４
年
度
一
般

財
源
総
額
の
３
年
度
と
実
質

的
同
水
準
確
保
▽
公
立
病
院

経
営
強
化
に
係
る
地
方
財
政

措
置
な
ど
感
染
症
に
強
い
地

域
づ
く
り
支
援
▽
地
方
財
政

計
画
に
お
け
る
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
」

「
地
域
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進

費
」の
拡
充・継
続
確
保
、「
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

推
進
交
付
金
」
の
弾
力
的
な

制
度
設
計
―
な
ど
を
求
め
た
。

自
民
党
総
務
部
会
関
連
・

自
民
党
総
務
部
会
関
連
・

消
防
議
員
連
盟
合
同
会

消
防
議
員
連
盟
合
同
会
議議  
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げ
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に

国
民
の
地
方
政
治
へ
の
関
心

が
低
く
な
っ
て
き
た
と
の
分

析
結
果
を
グ
ラ
フ
を
使
っ
て

説
明
し
た
。

こ
う
し
た
課
題
の
背
景
と

し
て
、
日
本
国
民
に
特
徴
的

な
政
治
意
識
の
問
題
も
あ
る

と
指
摘
し
、「
先
進
国
の
中

で
は
、
国
民
の
政
治
不
信
が

高
く
、
不
満
も
強
い
。
一
方

で
自
分
は
政
治
参
加
し
な
い

と
い
う
国
民
性
も
あ
る
」
と

の
見
方
を
示
し
、「
有
権
者

も
変
わ
ら
な
け
れ
な
ら
な

い
」
と
強
調
し
た
。

課
題
の
克
服
策
と
し
て
は
、

政
策
議
論
の
質
を
高
め
る
な

ど
の
「
選
挙
の
価
値
を
上
げ

る
」
取
り
組
み
や
、
魅
力
あ

る
候
補
者
を
増
や
す
こ
と
な

ど
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

ま
た
、
地
方
議
員
を
目
指

す
人
へ
の
支
援
策
と
し
て
▽

報
酬
面
を
含
め
た
待
遇
改
善

▽
地
方
議
員
の
働
く
環
境
づ

く
り
▽
地
方
政
治
へ
の
関
心

を
高
め
る
た
め
の
市
民
と
の

交
流
促
進
―
な
ど
を
進
め
る

よ
う
呼
び
か
け
た
。

谷口慶大院教授

基
調
講
演
に
続
き
、
現
職

の
地
方
議
会
議
員
４
人
が
参

加
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

▽
瀬
川
侑
希
議
員
（
富
山

県
議
会
）
は
、
東
京
な
ど
で

の
10
年
間
の
会
社
員
生
活
の

後
、
出
身
地
で
議
員
に
な
っ

た
。「（
地
方
）選
挙
で
の
倍
率

だ
け
を
見
る
と
女
性
や
若
者

に
と
っ
て
当
選
が
難
し
い
わ

け
で
は
な
い
。
ハ
ー
ド
ル
は

む
し
ろ
『
な
り
た
い
仕
事
か

ど
う
か
』
に
あ
る
」
と
き
っ

ぱ
り
。
立
候
補
し
や
す
い
労

働
法
制
や
、
政
治
家
に
志
の

あ
る
人
の
意
欲
が
削
が
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
な
社
会
環

境
が
必
要
と
訴
え
る
。　
　
　
　

自
治
会
や
政
党
の
応
援
な

く
し
て
政
界
に
入
っ
た
自
ら

の
経
験
か
ら
「（
議
会
に
は
）

出
自
の
違
う
人
間
を
排
除
す

る
雰
囲
気
が
あ
る
よ
う
に
も

感
じ
る
。
議
員
そ
ろ
っ
て
力

を
合
わ
せ
て
い
く
雰
囲
気
づ

く
り
が
必
要
だ
」
と
も
。

▽
武
松
忠
議
員
（
小
田
原

市
議
会
）は
、市
議
選
に
当
選

し
た
２
か
月
後
、
勤
務
し
て

い
た
会
社
を
退
職
し
た
。「
議

員
が
自
ら
の
活
動
を
広
報

す
る
こ
と
が
重
要
」
と
の
信

条
で
、
自
身
の
活
動
報
告
の

月
刊
ビ
ラ
を
作
成
し
続
け
る
。

編
集
、
印
刷
か
ら
配
布
、
新

聞
販
売
店
へ
の
持
ち
込
み
ま

で
こ
な
し
、「
片
手
間
で
で
き

る
仕
事
で
は
な
い
」

政
治
を
志
望
す
る
人
に
対

し
て
「
一
番
大
切
な
の
は
立

候
補
す
る
動
機
。
そ
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
る

か
だ
」
と
心
構
え
を
問
き
、

同
時
に
、
議
員
の
待
遇
改
善

の
必
要
性
に
も
言
及
。
待
遇

面
で
の
厳
し
い
状
況
を
親
し

い
人
の
例
を
挙
げ
て
説
明
し
、 「

こ
う
し
た
実
情
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
も
必
要
な
こ
と

だ
」
と
強
調
す
る
。

▽
盛
泰
子
議
員
（
伊
万
里

市
議
会
副
議
長
）は「
佐
賀
県

女
性
議
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
代
表
を
務
め
る
。
平
成
９

年
10
月
4
日
に
全
国
の
女
性

有
権
者
か
ら
希
望
者
を
募
っ

て
参
議
院
で
開
か
れ
た
「
女

性
国
会
」
に
参
加
し
た
。
当

時
の
こ
と
を
振
り
返
り
つ
つ
、

「
24
年
経
っ
て
も
ま
だ
こ
う

い
う
会
（
11
月
24
日
の
全
国

大
会
）
を
開
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
お
か
し
さ
を
皆
さ
ん

と
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
、
女
性
議
員
が
な
か

な
か
増
え
な
い
現
状
に
苦
言

を
呈
す
る
。

そ
れ
だ
け
に
女
性
議
員
を

増
や
す
こ
と
を
目
指
し
た
政

治
分
野
男
女
共
同
参
画
推
進

法
（
平
成
３0
年
制
定
、
令
和

３
年
改
正
）
に
つ
い
て
「
折

基
調
講
演

基
調
講
演

瀬川議員

武松議員

盛副議長

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

角
で
き
た
法
律
。
着
実
に
遂

行
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

強
く
訴
え
る
。

▽
南
千
晴
議
員
（
榛
東
村

議
会
）
は
、２
児
（
３
歳
と
生

後
３
カ
月
）
の
子
育
て
と
議

員
活
動
の
両
立
に
奮
闘
中
。

村
議
会
で
は
現
在
、
授
乳
時

間
確
保
の
た
め
の
対
応
策

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

と
い
い
、「
授
乳
し
な
が
ら
も

審
議
に
参
加
で
き
る
環
境
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
」。
併
せ

て
「
子
育
て
や
介
護
・
看
護

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
る

議
員
に
と
っ
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
議
会
参
加
は
非
常

に
有
効
だ
」
と
も
指
摘
す
る
。

就
労
証
明
書
発
行
で
全
国

の
議
会
で
対
応
の
違
い
が

見
ら
れ
る
こ
と
に
も
「
地
方

議
員
の
位
置
付
け
が
明
確

化
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
こ

そ
の
問
題
だ
」
と
し
て
法
制

化
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。 南議員

11月24日に都内で開かれた三議長会共催の「多様な議
員で構成された活力ある地方議会を目指す全国大会」（旬
報12月５日号で既報）では基調講演とパネルディスカッション
もあった。パネリストの現職の地方議会議員から自らの体験
を踏まえた改革提案がされるなど活発な議論が展開された。

谷
口
尚
子
慶
大
院
教
授

（
政
治
学
）
が
登
壇
し
た
。

同
教
授
は
、
現
在
の
地
方
議

会
が
抱
え
る
課
題
と
し
て
①

長
期
的
な
投
票
率
の
低
下
②

無
投
票
当
選
の
増
加
③
議
員

の
属
性
の
偏
り
―
な
ど
を
挙
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上田市役所新庁舎
（写真提供＝上田市）

議場
（同左）

▽
上
田
市
（
長
野
県
）

〒
３
８
６
―
８
６
０
１

上
田
市
大
手
１
―
11
―
16

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

議
会
フ
ロ
ア
は
５
～
６

階
。
議
会
の
独
立
性
を
保
つ

と
と
も
に
市
民
に
開
か
れ
た

議
会
エ
リ
ア
を
め
ざ
し
、
議

場
を
含
め
た
庁
舎
に
は
上
田

市
産
の
木
材
が
使
用
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
上
田
城
跡
や
太

郎
山
を
望
む
展
望
テ
ラ
ス
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。

 

議

長

の

話

議

長

の

話

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
59
万
３
０
７
５
人

（
令
和
３
年
11
月
１
日
）

▽
面
積　
５
４
７・61
㎢

▽
歴
史
・
沿
革
　
江
戸
時
代

に
薩
摩
藩
主
島
津
氏
の
城
下

町
と
し
て
発
展
し
た
。
明
治

４
年
の
廃
藩
置
県
に
伴
い
県

庁
所
在
地
と
な
り
、
同
22
年

４
月
に
市
制
が
施
行
さ
れ
た
。

昭
和
42
年
、
谷
山
市
と
合
併

し
て
新
「
鹿
児
島
市
」
誕
生
。

平
成
８
年
４
月
中
核
市
に
。

同
16
年
11
月
に
５
町
と
「
平

成
の
大
合
併
」
を
し
た
。
同

28
年
10
月
に
連
携
中
枢
都
市

宣
言
し
、
翌
年
1
月
に
日
置

市
、
い
ち
き
串
木
野
市
、
姶

開
を
行
う
な
ど
、議
長
提
起
に

よ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

良
市
と
「
か
ご
し
ま
連
携
中

枢
都
市
圏
」
を
形
成
し
た
。

▽
シ
ン
ボ
ル
　
市
章
は
島
津

家
の
紋
章
（
丸
に
十
の
字
）

と
「
市
」
の
文
字
を
図
案
化

し
た
。
四
方
の
矢
印
は
四
方

八
方
に
発
展
す
る
市
の
姿
を

象
徴
し
て
い
る
。
市
の
花
は

き
ょ
う
ち
く
と
う
、
木
は
く

す
の
き
。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数　

45
人
（
現

在・男
性
３5
人
、
女
性
9
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
２
年
4

月
19
日
。
立
候
補
60
人
。
投

票
率
３7
・
３2
％
（
同
年
11
月

1
人
補
欠
選
挙
）。　

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　

昨

年
７
月
、議
長
の
下
に「
議
会

改
革
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
を
設
置
し
た
。議
長
が
議

会
運
営
委
員
会
に
諮
る
改
革

の
素
案
を
作
成
す
る
の
が
主

目
的
。今
年
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進

基
本
計
画
の
策
定
や
、３
月
議

会
か
ら
会
期
日
程
の
早
期
公

御楼門　　
（写真提供＝鹿児島市）

鹿
児
島
市
は
、
九
州
の
南

端
、
鹿
児
島
県
本
土
の
中
央

部
に
あ
り
、
波
静
か
な
錦
江

湾
に
雄
大
な
桜
島
を
望
む
景

観
、
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
な
ど
、
個
性
あ
ふ
れ
る

自
然・歴
史・文
化
を
有
し
て

お
り
ま
す
。
令
和
２
年
に
は

島
津
家
の
居
城
・
鶴
丸
城
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
御
楼
門

が
日
本
最
大
の
城
門
と
し
て

復
元
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

南
九
州
最
大
の
繁
華
街
で
あ

る
天
文
館
や
新
幹
線
終
着
駅

の
鹿
児
島
中
央
駅
周
辺
の
再

開
発
を
行
い
、
賑
わ
い
と
交

流
の
都
市
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
食
も
豊
か
な
「
明

治
維
新
の
ま
ち
」
鹿
児
島
市

へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市　章

鹿
児
島
市

鹿
児
島
市

部
会
長
市
紹
介
紹
介

最終回最終回

川越桂路議長

大和高田市役所新庁舎
（写真提供＝大和高田市）

新
庁
舎
落
成議場

（同左）

▽
大
和
高
田
市
（
奈
良
県
）

〒
６
３
５
―
８
５
１
１

大
和
高
田
市
大
字
大
中
98
―
４

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

議
会
フ
ロ
ア
は
6
階
。
議

場
に
は
奈
良
県
産
の
木
材
を

活
用
さ
れ
て
い
る
。
傍
聴
席

に
は
車
い
す
ス
ペ
ー
ス
や
親

子
傍
聴
室
の
ほ
か
、
難
聴
者

向
け
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ

も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

東ひ
が
し
ば
ば

馬
場
弘ひ

ろ
し

氏
（
姶
良
市

議
会
議
長
）
12
月
11
日
逝

去
、
69
歳
。
告
別
式
は
12
月

14
日
、
市
内
で
執
り
行
わ
れ

た
。
喪
主
は
妻
の
和
子
さ
ん
。

訃  

報
議
会
人
事

▼
議
長

▽
鹿
沼	

大
島
久
幸（
10・1
）

▽
草
津	

伊
吹
達
郎（
10・1
）

▽
羽
曳
野	

花
川
雅
昭（
10・4
）

▽
総
社	

村
木
理
英（
10・4
）

▽
柏
原	

山
下
亜
緯
子（
10・5
）

▼
副
議
長

▽
鹿
沼	

小
島　
実（
10・1
）

▽
草
津	

山
元
宏
和（
10・1
）

▽
羽
曳
野	

竹
本
真
琴（
10・4
）

▽
総
社	

山
口
久
子（
10・4
）

▽
裾
野	

内
藤
法
子（
10・5
）

▽
柏
原	

新
屋
広
子（
10・5
）

▼
事
務
局
長

▽
か
す
み
が
う
ら　
大
久
保
勉

	

（
4・1
）

▽
吉
川	

吉
田　
誠（
4・1
）

▽
東
海	

森
田
昌
代（
4・1
）

▽
吹
田	

古
川
純
子（
4・1
）

▽
天
草	

有
馬
美
樹（
4・1
）

▽
名
護	

屋
部
憲
克（
4・1
）


